
～ピーマン尻腐れ果の発生・対策について～  

 

 

①潅水 

土壌が乾燥していると、土壌中にカルシウムがあっても根から

カルシウムを吸収するのが難しくなります。また、水分が不足すると、生育が遅れ、花の数が減少した

り、落花が増えたりする原因にもなります。潅水チューブやスミサンスイ（穴を下向き：ピーマンの実

にかからないように）を利用し、日中高温時を避け潅水を行うようにしましょう。 

②整枝管理 

過度に葉が茂りすぎると、吸収したカルシウムが葉にも取られてしまい果実に十分に分配されません。 

①徒長枝を中心に懐枝（第三分枝から発生する側枝：株の中央に強く伸び、採光性を悪くしたり、風通

しを妨げて病気を助長したりする）を整枝 

②垂れた横枝は整枝するか、垂れないように誘引 

※ひも誘引もネットでの誘引も考え方は同じです。 

③カルシウムの葉面散布 

「カルタス」等のカルシウム葉面散布剤を定期的に散布

しましょう。 

 

 

 

 

 

～ひも誘引の整枝方法～ 

 

タキイ種苗HP「野菜栽培マニュアル」より 

①徒長枝を中心に懐枝（第三分枝から発生する側枝：株の中央に強く伸び、

採光性を悪くしたり、風通しを妨げて病気を助長したりする）を整枝 

 

 

 

 

②垂れた横枝は整枝するか、垂れないように誘引 

 

 

 

 

管内のピーマンにおいて、尻腐れ果の発生が散見されます。 

高温・乾燥下でのカルシウム不足が原因です。今後も気温が

高い見込みとなっていますので、以下を参考に対策を行いま

しょう！ 

◎ハスモンヨトウ・タバコガ類による食害も散見されました。合わせて防除も行いましょう！ 

・ベネビアOD      ２０００倍（前日・３回以内）オオタバコガで登録 

・フェニックス顆粒水和剤 ２０００倍（前日・２回以内）オオタバコガで登録 

・アニキ乳剤       ２０００倍（前日・３回以内）オオタバコガ、ハスモンヨトウで登録 

・プレオフロアブル    １０００倍（前日・2回以内）タバコガ類で登録 

・グレーシア乳剤     ２０００倍（前日・2回以内）オオタバコガで登録 

・トルネードエースDF  ２０００倍（前日・2回以内）オオタバコガで登録 
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